






































































































































を中心に、⚑市 18 町村からなり、10,832 km2（2018 年）の土地に、






















































































































































50 社掲載されているが、その内訳は県外大手企業の工場が 26 社、農協・












全体を活動範囲とする組織に再編されている。2017 年⚒月 21 日現在の


























































68 自治体で制定されている（岡田 2010：10）。帯広市では、1979 年制定
の帯広市中小企業等振興条例を見直し、新たに制定する必要性が同友会
から提起され、帯広市、商工会議所・商工会を巻き込んで進められた。














































































































































































































































その後も部数を伸ばし、2001 年に⚙万部を突破し、2003 年に 90,679 部
とピークを迎える。1995 年当時の勝毎新聞の世帯普及率は十勝管内で
60.24％、帯広市で 68.35％ときわめて高率である（十勝毎日新聞 1999：
267）。ピーク後は漸減に転じ、勝毎新聞のHPによると 2017 年 10 月現




























































































































































































































































































































事 業 名 開 催 時 期
勝毎花火大会 第⚑回は 1929 年⚘月に開催
グリントピア ʼ82 十勝博（北方圏農業博覧会） 1982 年⚗月 17 日から⚙月⚕日開催
とかち国際現代アート展⽛デメーテル⽜ 2002 年⚘月 11 日
十勝・帯広国際女子オープンテニストーナメント 2008 年⚗月 29 日











緑と文化のフェスティバル みどりいむ ʼ92 1992 年⚗月から⚘月






北の大地 de 大道芸フェスティバル 2008 年⚓月から
帯広のあかり・シンボルゾーン 平原のルキア 2003 年から
十勝ふゆ音楽祭 2005 年から
ピカソ版画展 青の時代から晩年まで 2005 年⚔月開催
ナチュラルチーズ国際会議⽛コミテ・プレニエ・フロマージュ⽜ 2005 年⚖月開催
カルチャー教室 かちまいアカデミー 2005 年から











全国に瞬く間に普及したという。1950 年には全国に 480 施設あり、北海
道には 45 の街頭放送事業者が存在していた。その後現在に至る過程で














朝⚘時 30 分から 18 時 30 分まで放送が流れている。放送が行われない











































































































































































































WING では、⚘時から 18 時までは専任スタッフ中心の番組枠、19 時か
ら 21 時台は市民パーソナリティの番組枠というかたちでタイムテーブ







































































































































図 3 帯広市・十勝支庁の新聞配布部数の推移（1980 年～2005 年）










































































































































































































































































































































































に転じているが、2015 年段階でも 2010 年からの⚕年間の減少率が 1.5％にと
どまっている。全道の減少率は 2.3％で、振興局別で人口が唯一増加している
石狩管内を除くと、減少率は最も小さい。北海道新聞（帯広・十勝版）に 2017





る。2019 年⚘月号で 715 号を数える。この取り組みに関する道内外の評価は
高く、2001 年には北海道文化賞、2004 年に地域文化功労賞、2011 年には六花
亭製菓として⽛メセナアワード 2011⽜文化庁長官賞を受賞している。詳しく
は以下のHPを参考のこと。






（⚖）2018 年⚘月 21 日に行われた北海道中小企業家同友会南空知支部の学習
会における全道経営者“共育”研究集会（通称：道研）のとかち道研実行委員
長と副委員長の報告による。
（https://hokkaido.doyu.jp/nansora/20180820reikaireport/ 2019 年⚘月 17 日
最終閲覧）












































































要望があり⽛帯広平和まつり⽜の協賛事業として復活し、2016 年に第 66 回が
開催されている。1989 年の第 40 回からレーザー光線を用いた演出が始まり、



































の役割を感じると語ってくれた。なお、数年前から毎週金曜日の 13 時から 15
時まで FM WINGの放送を街頭放送で流すようになっている。




部数（公称）は 20,500 部（2017 年）である。
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